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そのよう]た 、、めヤで へつこした 会詭 色耳に

とふ した 。

「ゑ孝りあ`た ,事 ■～ヽ てヽ`、率が力`い、とプ てlあ
｀

茄tぃ■オ政んてくつかめ にtて も5つ たあ′し`、ヽさたも孫バ`か

わぃヽ、て~糸 マム山t■‐けでたカヤウと甦'こ マわ。」こ吾

ラ日ん でし1■っ

そうで tざ ろ か0



j去 キ1〕 誰 のを |・ すうのでしよう力`7

tiお・ り/ス 晨 k― グよぬ/2 イЙt=玖 っあp全 し今ゎ

tマ tれ 、、のでヽ |き うかア

こぁ♭琢、私メッにt白 有逹 °る「告 |・ 今あtLす t― のごラ

|.甦 ぇ ぅの て―す。

私力ヽ 卜″くのし負 lボ よく キ丁aり D外 lミ 金が‐ う″なん

てこゎЙ ま した´

た千き`、

`え

ハ`長すみ[｀ りで|]T」‐く、右故 受山バスでひ`

のか 。′をtマ 4Й か 、ひのょうに 人生l.と フて九ヽ結 果

乞 ti5す かと 、た尺 乏力ヾ 子オ六えへ あ巧えλマヽヽかな

1如 1ざ っ
ヽ
夕 bヽ t、 時 代 なヽ ん てづ に ″

生 )色 の中 で
Vィ
λギ′

'多

:"″ キ 檀 ッとウ ト 多巧諭陶 か ゥ ひく

T3‐ リメした。物孝火乞べ物たヽヽたう3て'全 マが夕`に

争に入う曰千イやて`す′

の十■卜の'4ヽ
1長ギギ|ユ .力、ヽみ́たこの歳しかし、生〕を

長 ぃ中でヒマ七人署なキた` し` ヽヽ専す

キじヤリヽ 子ヽ・冷2■ ャす、、3・ などもとこかで この欠

′欧■,た リネF色 [,■ りtl=ん で■■かつ■のかt

ぼ



矢,Й

あう

ι問え

3t

テ レ

人 ぬ 。

L― 各 危巳てぃ タトロ人の人達二かヽ ど,ワ クとた

み、ヽぁ 3と 喜,73し た。 私 1」 日なり電車 内 で |ょ
,

大人か立フマ 子のし ぃ左 って、、3。 れこぅ園 で |二
人

人かる13ぁ |ま ぁたり則 、}薇 |ょ 立 フて、、3´ぎミ_.
と か a

ヽヽ っ ぃ 間 にか 日本人、ょ 手な 之⌒の資′1病 のか1妨

って しき,た ゎかも伝レЙ渉さんは。
メ■月13↓ ぅぁ、

壬江月 i・ モドDま す″

子響くこ /ャ 殊ムJtt t改 めて 行 樋,力婁ォ尭 1.、 たク
こιフたノン、為 Ltま しょラ.

″わたれ 羞 〃、.独 髪_の れ ,こ でぁ31丼 も |ょ
い、れ

之 |ひ 絆 て,スリ、索て‐メリ 花 ttて えと■‐3で
|よ リクRヽ花lL嗽 ホと、ょ、

'そ

し ,ぃ が、じtふ )こ )ひ 、

本 磯 , ■力ヾ しフヵヽりと 感えてり 、ヽ、と茂長 て'き メとんク
ノ、 Lミ_め て あ` 後 tイη題 巳L口昌ぇ まtん ラ`´

8



平 成 24年 子 供 祈 梼 会 開 催 報 告

紙芝居。み～んな真剣

題名「はしになっただいじゃどん」

宝 雲山 能正 寺 (岐阜県岐阜市 )

みんなゆつくりなお経に
がんばってついていってます

「どうしてこいのぼりあげるの」
親子でふむふむ…・。

そうなのが・…

5分前太鼓をたたかせてもらいます
「少しはずかしかったけど」

最 後 までがん ばるぞ

お守り。お菓子
いつぱいもらつたヨ

サイコ回転がし。
出た日の数でお菓子を

もらつたよ。

皆でお茶の時間。
「今日の子供の日.

とっても楽しかつたネ J

5月 5日 子供 4/r祷会が行ゎれました。天候 にも恵まれ子供達の
元気な太鼓の音が本堂に響き歿 りました。

大鼓の後 にはお題 目石祈願 があ ります。子供こそれぞれのの額
いを込めてお題 目石 を書きました。

親 の願 いはただ一つ 。今年 も子供 逹 か元気て あ ります ように・・・

法要後 の法話て は私達 は動物や植物達 か ら命 をプ レゼン トされている とい うお話 を して
頂 きま した。だか らこそ「いただきます」 とい う気持ちて手 をあわせ る足 が大切ですね。

と合わせて幸せ…拳のバ、しと 、ヽしを合わせ ると不幸せ… この言葉
素 直な気持 ちて手 と手 を合わせ感謝の気持 ちを忘れず毎 日過 ごし

て子親
た
。
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